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昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
在
宅
時
間
が
増
え
、
侵
入

盗
な
ど
の
犯
罪
認
知
件
数
が

約
三
〇
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
増
加
し
て
い
る

犯
罪
も
あ
り
、
引
き
続
き
注

意
が
必
要
で
す
。
昨
年
中
に

多
発
し
た
犯
罪
の
発
生
状
況

を
知
り
、
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

【
特
殊
詐
欺
】
一
昨
年
と

ほ
ぼ
同
じ
発
生
件
数
で
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

犯
人
は
警
察
官
、
金
融
機

関
の
職
員
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
人
物
に
な
り
す
ま
し
、
暗

証
番
号
を
聞
き
出
し
た
り
、

自
宅
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
取
り
に
き
た
り
し
て
い
ま

す
。

　

【
侵
入
盗
】
一
月
〜
四
月

は
平
年
並
み
。
五
月
、
六
月

は
急
激
に
減
少
。
七
月
〜
十

二
月
は
増
加
。
緊
急
事
態
宣

言
に
よ
る
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
期

間
と
連
動
し
た
発
生
状
況
と

な
り
ま
し
た
。

　

【
車
上
ね
ら
い
】
一
昨
年

よ
り
増
加
し
、
月
決
め
駐
車

場
や
路
上
に
駐
車
中
の
車
両

が
多
く
狙
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
多
く
の
方
が
車
内
に
荷

物
や
工
具
な
ど
を
放
置
し
、

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

▽
大
切
な
財
産
を
守
る
た

め
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
防

犯
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

安
心・安
全
な
守
山
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　

伊
野　

尚
久
く
ん
（
い
の
・
な
お
ひ
さ
）

２
０
１
９
・
10
・
１
生
ま
れ
＝
白
山
４
＝

　

▽
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
♡
元
気
に
楽
し
く
、

大
き
く
な
っ
て
ね
！

　

近
藤　

綾
斗
く
ん
（
こ
ん
ど
う
・
あ
や
と
）

２
０
１
８
・
12
・
18
生
ま
れ
＝
大
永
寺
町
＝

　

▽
あ
っ
と
い
う
間
に
二
歳
だ
ね
！
こ
れ
か

ら
も
楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
ね
！

　

内
山　

央
祐
く
ん
（
う
ち
や
ま
・
お
う
す

け
）
２
０
１
９
・
12
・
７
生
ま
れ
＝
新
城
＝

　

▽
元
気
に
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て
ね
！

　

本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し

て
く
れ
る
お
子
さ
ん
（
応

募
時
点
で
二
歳
未
満
の
方

が
対
象
）
を
引
き
続
き
募

集
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

　

応
募
は
郵
送
、
ま
た
は

メ
ー
ル
で
。
本
人
一
人
で

写
っ
て
い
る
写
真
（
返
却

は
い
た
し
ま
せ
ん
）
の
ほ

か
①
住
所
②
氏
名
・
ふ
り

が
な
③
性
別
④
生
年
月
日

⑤
保
護
者
名
⑥
メ
ッ
セ
ー

ジ
⑦
電
話
番
号
⑧
お
近
く

の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を

書
き
添
え
て
、
〒
４
６
３

―
０
０
０
７
、
松
坂
町
３

５
２
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ

ー
ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
係
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。

　

メ
ー
ル
は
件
名
に
「
元

気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」
、
本

文
に
①
か
ら
⑧
、
写
真
デ

ー
タ
を
添
付
し
て
＝m

-
homenews@gctv.ne.jp

（
携
帯
の
絵
文
字
は
使
用

不
可
）
＝
へ
。

　

画
質
に
よ
っ
て
は
掲
載

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
な
ど

　

「
催
し
ガ
イ
ド
」
コ
ー
ナ
ー

ほ
か
で
紹
介
し
て
い
る
催
し
物

の
中
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
と
紙
面
制

作
・
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関

係
上
、
急
き
ょ
中
止
・
変
更
と

な
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

お
出
掛
け
の
際
は
、
主
催
者

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ

先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

新
春
恒
例
「
日
展
名
古
屋

展
」
（
中
日
新
聞
社
共
催
）
が

二
十
七
日
（
水
）
―
二
月
十
四

日
（
日
）
、
愛
知
県
美
術
館
＝

東
区
東
桜
一
＝
で
開
催
さ
れ

る
。
前
売
り
券
を
中
日
新
聞
販

売
店
で
発
売
中
。

　

明
治
四
十
年
か
ら
の
歴
史
を

誇
る
総
合
美
術
展
で
、
今
回
の

名
古
屋
展
に
は
日
本
画
・
洋
画

・
彫
刻
・
工
芸
美
術
・
書
の
各

部
門
か
ら
計
四
百
点
ほ
ど
が
展

示
さ
れ
る
。

　

地
元
か
ら
は
、
日
本
画
で
木

村
光
宏
さ

ん
、
洋
画

で
長
谷
川

よ
し
美
さ

ん
、
彫
刻

で
山
本
眞

輔
さ
ん
、

工
芸
美
術

で
青
山
祐

子
さ
ん
、

　

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
「
ハ
ル

リ
ン
ド
ウ
の
咲
く
こ
ろ
に
」
が

三
月
二
十
八
日
（
日
）
、
は
ち

り
ゅ
う
の
も
り
音
楽
館
＝
大
森

八
龍
一
＝
で
開
か
れ
る
。
午
前

十
一
時
開
演
と
午
後
二
時
開
演

の
二
回
公
演
で
、
チ
ケ
ッ
ト
予

約
を
現
在
受
け
付
け
中
。

　

守
山
文
化
小
劇
場
二
十
周
年

の
記
念
公
演
に
登
場
し
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
ら
で
つ
く
る
「
Ａ
Ｃ

Ｔ
や
ま
も
り
」
ほ
か
が
主
催
。

区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
空
間
を
会

場
に
し
て
催
す
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「
も
り
や
ま　

あ
っ
ち
こ
っ
ち

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
の
第
四
弾
。

　

今
回
は
〝
情
感
豊
か
な
歌
〞

の
福
井
啓
子
さ
ん
と
〝
演
劇
仕

立
て
の
歌
〞
の
川
村
ミ
チ
ル
さ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
歌
の

魅
力
を
披
露
。
菅
原
拓
馬
さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）
、
や
ま
ぐ
ち
耕
平

さ
ん
（
ギ
タ
ー
）
、
石
原
伸
佑

さ
ん
（
ベ
ー
ス
）
も
出
演
し
、

白
樺
八

さ
ん
が
進
行
・
案
内

役
を
務
め
る
。

　

ま
た
、
自
然
保
全
団
体
「
水

源
の
森
と
八
竜
湿
地
を
守
る

会
」
元
会
長
の
柴
田
美
子
さ
ん

に
よ
る
話
や
、
二
胡
奏
者
で
も

　

古
代
の
手
法
で
焼
い
た
埴は

に

輪わ

が
並
ぶ
「
し
だ
み
の
や
き
展
」

が
、
障
が
い
者
支
援
施
設
「
し

だ
み
学
園
」
＝
下
志
段
味
穴
ケ

洞
＝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
て

い
る
。
一
月
三
十
日
ま
で
の
木

曜
と
土
曜
、
午
前
十
時
―
午
後

し
火
を
た
く
な
ど
、
丸
一
日
か

け
て
乾
燥
と
焼
成
を
行
っ
た
。

　

展
示
会
で
は
、
二
十
―
八
十

代
の
利
用
者
に
よ
る
作
品
三
十

一
点
と
講
師
の
作
品
四
点
の
ほ

か
、
野
焼
き
の
様
子
が
分
か
る

写
真
も
紹
介
し
て
い
る
。
「
柔

ら
か
い
手
の
動
き
か
ら
生
ま
れ

　

詩
集
『
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｋ　

ｍ
ａ

ｒ
ｋ
（
ス
ト
ー
ク
マ
ー
ク
）
』

で
「
第
21
回
小
野
十
三
郎
賞
」

を
受
賞
し
た
区
内
在
住
の
詩
人

・
犬
飼
愛あ

お

い生
さ
ん
が
、
精
選
詩

集
『
百
年
た
っ
て
も
僕
ら
を
こ

ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
る
な
ん
て

す
ご
い
な
』
＝
写
真
＝
を
刊
行

し
た
。

　

『
ｓ

ｔ
ｏ
ｒ

ｋ　

ｍ
ａ
ｒ

ｋ
』
を
読
ん
だ
人
の
多
く
か

ら
、
既
刊
の
詩
集
『
カ
ン
パ
ニ

ュ
ラ
』
『
な
に
が
そ
ん
な
に
悲

し
い
の
』
（
と
も
に
絶
版
）
に

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

こ
と
が
企
画
の
き
っ
か
け
。

　

犬
飼
さ
ん
が
「
タ
イ
ト
ル
が

長
過
ぎ
る
」
と
冗
談
っ
ぽ
く
紹

介
す
る
同
書
に
は
、
既
刊
二
冊

の
全
て
三
十
三
編
の
ほ
か
、

『
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｋ　

ｍ
ａ
ｒ
ｋ
』

か
ら
厳
選
し
た
二
十
二
編
、
未

発
表
作
品
な
ど
六
編
の
計
六
十

一
編
を
収
め
て
い
る
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

運
だ
め
し
の
よ
う
に

飴
の
袋
に
手
を
突
っ
込
ん
で
ひ

と
つ
取
る

ラ
ッ
キ
ー
と
幸
せ
は
似
て
い
る

よ
う
で
違
う
か
ら

　

「
今
日
の
飴
」
か
ら
抜
粋

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

同
書
に
つ
い
て
「
誰
の
中
に

も
眠
っ
て
い
る
繊
細
な
感
性
を

思
い
出
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

作
品
を
収
録
し
て
い
ま
す
」
と

犬
飼
さ
ん
。
書し

ょ

肆し

ブ
ン

刊
。
四
六
判
、
ソ
フ
ト

カ
バ
ー
、
九
十
四
㌻
、

千
三
百
円
（
税
別
）
。
書

肆
ブ
ン
通
販
や
ア
マ
ゾ

ン
、
主
要
書
店
（
取
り

寄
せ
）
で
入
手
で
き
る
。

　

◇
守
山
区
在
宅
医
療
・
介
護

市
民
向
け
講
演
会
「
腎
臓
病
・

腎
不
全
と
は
」

　

28
日
（
木
）
後
２
―
３
・

15
、
守
山
区
休
日
急
病
診
療
所

＝
小
幡
一
ノ
三
ノ
二
。
※
問
い

合
わ
せ
は
旭
ろ
う
さ
い
病
院
地

域
医
療
連
携
室
☎
０
５
６
１

（
54
）
３
１
３
１
へ
。
講
師
は

同
病
院
・
腎
臓
内
科
部
長
の
市

川
匡
さ
ん
。
一
般
対
象
、
当
日

先
着
三
十
人
。
無
料

　

◇
勉
強
・
宿
題
お
た
す
け
隊

　

29
日
・
２
月
５
日
・
12
日
・

19
日
・
26
日
（
金
）
後
５
・
30

―
７
、
守
山
児
童
館
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
１
５
０
１
。
勉
強

や
宿
題
で
分
か
ら
な
い
こ
と

を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
生
ら

〝
お
た
す
け
隊
〞
に
質
問
で
き

る
催
し
。
中
学
生
対
象
。
無
料

　

◇
カ
カ
オ
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

展
　

２
月
２
日
（
火
）
―
14
日

（
日
）
、
前
９
―
後
３
・
30

（
閉
園
時
間
は
後
４
・
30
）
、

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
☎
０

５
２
（
７
３
６
）
３
３
４
４
。

書
で
中
林
蕗
風
さ
ん
、
若
杉
美

香
さ
ん
ら
が
出
品
す
る
。

　

午
前
十
時
―
午
後
六
時
（
金

曜
は
午
後
八
時
ま
で
、
最
終
日

は
同
四
時
ま
で
）
、
月
曜
休

館
。
入
場
料
は
一
般
千
百
円
、

高
大
生
八
百
円
、
前
売
り
券
は

各
二
百
円
引
き
。
中
学
生
以
下

無
料
。

　

問
い
合
わ
せ
は
中
日
新
聞
社

文
化
事
業
部
・
日
展
名
古
屋
展

実
行
委
員
会
事
務
局
＝
☎
０
５

２
（
２
０
１
）
３
７
６
６
＝

へ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
日
展

名
古
屋
展
」
で
検
索
）
で
も
紹

介
し
て
い
る
。

　

同
展
の
招
待
券
を
本
紙
読
者

五
組
十
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
近
く
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
日
展
名
古
屋
展
」

プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　

締
め
切
り
は
二
十
五
日

（
月
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
当
選
者
へ
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

カ
カ
オ
豆
な
ど
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
原
料
の
実
物
や
、
製
造
工
程

が
分
か
る
パ
ネ
ル
を
展
示
。
※

８
日
（
月
）
は
休
園
日
。
無
料

た
作
品
の
人
間
く
さ
さ
、
温
か

み
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
」
と

美
術
担
当
講
師
の
宇
佐
美
知
惠

丸
さ
ん
。
問
い
合
わ
せ
は
、
し

だ
み
学
園
＝
☎
０
５
２
（
７
３

６
）
０
０
４
４
＝
へ
。

あ
る
仲
島
千
創
さ
ん
の
「
ワ
イ

ヤ
ア
ー
ト
ア
ク
セ
サ
リ
ー
展
」

も
同
時
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
内

容
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
一
般
二
千
円
、

中
学
生
以
下
千
円
。
問
い
合
わ

せ
・
チ
ケ
ッ
ト
予
約
は
守
山
の

文
化
を
考
え
る
会
・
メ
ー
ル
＝

moriyamabunka20@gmail.

com

＝
へ
。

五
時
に
開
催
。

　

同
施
設
で
は
一
昨
年
か
ら
、

利
用
者
が
美
術
の
授
業
で
埴
輪

を
制
作
。
療
法
の
一
つ
と
し
て

手
を
動
か
す
こ
と
や
、
近
く
に

あ
る
志
段
味
古
墳
群
に
親
し
む

こ
と
な
ど
を
目
的
に
始
ま
り
、

展
示
会
は
今
回
が
初
め
て
。

　

昨
年
十
月
末
に
作
品
作
り
を

ス
タ
ー
ト
し
、
粘
土
を
ひ
も
状

に
し
て
積
み
上
げ
る
「
ひ
も
作

り
」
で
成
形
。
ま
た
野
焼
き
は

施
設
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
直
径
約

二
㍍
、
深
さ
約
七
十
㌢
の
穴
を

掘
り
、
窯
入
れ
。
わ
ら
や
木

材
、
も
み
が
ら
を
燃
料
に
夜
通

　

応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

新
春
恒
例「
日
展
名
古
屋
展
」開
催

27
日
か
ら 

愛
知
県
美
術
館 

招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
の
咲
く
こ
ろ
に
」

３
月
28
日 

は
ち
り
ゅ
う
の
も
り
音
楽
館

埴
輪
が
並
ぶ「
し
だ
み
の
や
き
展
」

30
日
ま
で 

「
し
だ
み
学
園
」ギ
ャ
ラ
リ
ー

詩
人
・
犬
飼
愛
生
さ
ん
の
精
選
詩
集
が
刊
行

絶
版
２
冊
に
収
録
さ
れ
た
作
品
を
は
じ
め
61
編

素朴でユニークな作品が
並ぶ「しだみのやき展」

以前の「カカオ・
チョコレート展」

出
演
者
の
（
右
か
ら
）
福
井
さ

ん
・
川
村
さ
ん
・
菅
原
さ
ん
・

や
ま
ぐ
ち
さ
ん
・
石
原
さ
ん

ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト


